
 

       
冤罪・布川事件の国家賠償請求訴訟を支援する会 発行 

冤罪・布川国賠ニュース 

第４３号(最終号）2022.2.17 

解散総会のお知らせ 
 

と き 3 月 26 日（土）午後 2：30～ 

場 所 文京区スカイホール 

（文京シビックセンター26 階） 

  内 容 〇支援する会解散手続 

活動総括   事務局長 中澤宏  

弁護団報告  弁護団長 谷萩陽一弁護士 

〇特別講演 「冤罪・布川事件、その闘いの意義」（仮題） 

              支援する会代表委員・九州大学教授 豊崎七絵 

 

布川事件終結・再審無罪 11周年記念 

祝賀パーティー 
                ～思い出と音楽で綴る～ 

    とき 5 月 21 日（土）14：00～ 

    場所 日本プレスセンター10 階レストラン「アラスカ」 

       立食形式・参加費無料（要予約） 

内容 冤罪布川事件に関わった方の思い出話 

桜井昌司さんの語りとうた・参加者による演奏等 
        

 



 12 月 12 日午後、布川国賠完全勝利報告パーティー

が日本プレスセンター10 階レストラン「アラスカ」

で支援する会会員・支援者・布川弁護団・他の冤罪犠

牲者やその支援者・弁護士など 150 名が集まって盛

大に開かれました。喜び

の笑顔にあふれた楽しい

集いでした。パーティー

はまず、代表委員である

豊崎七絵九州大学教授の

開会のあいさつの後、新

倉修代表委員の音頭によ

る完全勝利を祝っての乾

杯で始まりました。 

 

次に参加の弁護団の先生方全員に壇上に上がっていた

だき、花束を贈りしました。 

 冤罪犠牲者の皆さんが壇上に上がり、事件の訴えを

行いました。 

 他に布川国賠訴訟に関わりのある何人かの方にお祝

いの言葉をいただきました。その中には、冤罪をなく

す活動に積極的に取り組む周防正行監督や久々に支援

者の前に姿を見せた獄中の桜井さんらに 2600 通以上

の手紙を書いた高橋勝子さんがいらっしゃいます。 

 

あいまにイジョンミさんのコンサートや桜井さんの

歌、大阪で桜井さんと交流のある“サッちゃんバン

ド”の皆さんによるうたや踊りがありました。 

写真提供 山盛富髙さん 

12月 12日(日)  

～写真で綴る～ 

完全勝利報告パーティー      



５４年に及んだ布川事件の闘いは、国家賠償裁

判での完全勝利で集結しました。これが、ご支援

くださいました皆さんにお届けします最後の思

いとなります。 

 改めまして、皆さんから頂きましたご支援に、

心から感謝申し上げます。有り難うございました。 

 完全に闘いから解放された今、その闘いの月日

を振り返りまして私は、私ほど幸せな人生を生き

られた男はいないと再認識しています。２９年間

の獄中での歳月を含めまして、私は人様の支えに

恵まれました。そのご支援の誠に出会えたことが、

何にも勝る人として幸せだったのだと思ってい

ます。 

 放埓に生きていた２０歳の私は、本当にどうし

ようもない男でした。怠け者で嘘つきで盗みをす

る、取り柄がないとは、当時の私を表現する言葉

です。冤罪に捕らわれるのも嘘の自白をするのも

必然でした。 

 そこで出会ったのが救援会の皆さんでした。取

り柄のない私の冤罪を信じてご支援くださった

多くの皆さんの誠実さが、私を変えてくださいま

した。真面目に生きる尊さ、爽やかさ、美しさ。

行動で教えて下さった皆さんに出会わなかった

ならば、今の私はありません。もう鬼籍に入られ

た皆さんにも、ただただ感謝の思いで一杯です。 

 刑務所での歳月は満ち足りていました。詩作と

作詞作曲。刑務所作業も余暇も含めて、許される

ことを全力で、精一杯に務めた毎日でした。厳し

い規則と制限の中で、皆さんからの支援を得て、

私は刑務所の決まり事で動くのではなくて自分

の意志で日々の行動を重ねていました。その月日

が私の人間を変えたのだと思います。 

 社会に帰ってからの生活は天国でした。自分の

意志では何もできない刑務所とは違って、総ては

自分の意思次第。食事も風呂も、自由にできる喜

びと感謝の思いは、今でも失っていません。２９

年を失えばこそ得た自由の尊さと喜びでした。 

 再審裁判と国家賠償裁判での勝利を重ねまし

て、こうして穏やかで安らかな時間を取り戻して

みますと、この５４年にありましたことの総てが、

私の人としての幸せであったと思います。 

 なかなか事実を認めて貰えなくて苦闘する冤

罪仲間の闘いを思いますと、私の完全勝利が申し

訳ないようですが、私の勝利が当然のことであっ

て、他の裁判が間違っています。私は自分の勝利

を有り難いことと感謝しながら、これからは仲間

の力となるために力を尽くして行きます。 

 最後のご報告をさせて頂きまでには、私の病の

完治もお伝えしたかったのですが、癌は強かです。

一筋縄では行きません。まだ癌は健在ですが、食

事療法などの自己規制力は刑務所仕込みです。癌

との闘いも冤罪との闘いと同じように楽しみな

がら、私らしく明るく楽しくやり続けます。そし

て、必ず完治します。させます。 

 色々な意味で私の闘いは、まだ続きます。あれ

は５４年前、私に嘘自白を強いた早瀬警部補は

「こんな男がアカになったらば大変だな」と呟い

たことがありました。戦争に反対し、平和や自由、

人権を求めて闘った人たちが「アカ」であるなら

ば、正義と真実、人権を求めて闘い続けた私も、

立派な「アカ」に成れたのかも知れません。再審

で無罪になり、国賠で「違法な捜査がなければ起

訴はもとより、逮捕もない」とした完全勝利した

ことも含めて、もしあの世があるならば、きっと

早瀬さんは「失敗した」と後悔しているだろうと

思います。でも、こんな程度の後悔では終わらせ

ません。再審法の改正はじめ冤罪を作る警察と検

察を改革する法制度の実現を目指して闘い、その

法改正を実現させて、もっともっと早瀬さんを後

悔させてやります。どうか皆さん、これからも続

く私の闘いをお見守りください。 

 今後の予定は支える会の解散総会と勝利集結

大パーティーです。もう一度、皆さんと喜び合え

ることも楽しみにしております。 

 皆さんのご支援に、心から心から感謝申し上げ

ます。有り難うございました。 

有り難うございました     

桜井昌司 



 

  

「俺の上には空がある広い空が」 

桜井昌司 

発売元 マガジンハウス 

定価 1400円（税別） 

桜井さんのこれまでの冤罪人生を、

桜井さんが書きためた詩をモチー

フに年齢に沿って描き、その中で

確立してきた自身の人生哲学にま

で触れています。 

 

 

CD「私の人生」 

桜井昌司 

ﾚｰﾍﾞﾙ ユメミノ温泉村 

定価 1000円(税別) 

収録されている曲はいずれも現在

の桜井さんの心情を表現するように穏やかで明る

く楽しい曲調のものになっています。 

いずれも全国の書店・CD ショップでお買い求め    

いただけます。Amazon でも購入できます。  

 

 

行動経過――――――――― 

９月 23 日(木)14：00～第 10 回総会 

（日比谷図書文化館 4 階スタジオプラス） 

12 月 12 日(日)勝利報告パーティー 

（日本プレスセンター10 階「アラスカ」） 

 

活動予定――――――――― 

3 月 26 日（土）解散総会（文京スカイホール） 

4 月 2 日（土）「俺の記念日」上映会 

（日比谷図書文化館地下大ホール） 

5 月 21 日（土）終結・再審無罪 11 周年記念祝賀パーティー 

      （日本プレスセンター10 階レストラン「アラスカ」） 

その後 記録誌作成を予定 

※その他、全国で桜井さん映画やコンサートが予定されて

います。犠牲者の会や救援会でご確認ください。 

 

 

※事務局からのお願い 
 記録誌に会員の皆様のメッセージを掲載する予定です。

是非メッセージを書いてお送りください！ 

 勝利報告集会の際いただいたメッセージに加えて掲載い

たします。 

 また、5/21 のパーティーの出欠はがきは人数把握のため

必ずお出しくださるようお願いいたします。 
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 発行責任者 中澤宏 

☆映画「オレの記念日」（金聖雄監督作品）完成上映会のお知らせ

☆ 

と き  4月 2日(土) 13：00 上映開始 
                          (12:30 開場) 

場 所  日比谷図書文化館地下大ホール 

チケット 当日券 1,500円（予約券 1,300円）詳細はチラシ参照！ 

※15:00～16：00トークショー（桜井昌司さん） 

問い合わせ先：TEL042-316-5567、メール info@kimoon.net 

♥上映会の企画を歓迎します 是非おいで

ください！ 


